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(57)【要約】
【課題】オーディオソースを示す情報と、各オーディオ
ソースを示す情報の周波数帯域とを参照しながら、オー
ディオ信号の周波数帯域毎の利得の大きさを調整可能な
イコライザを提供する。
【解決手段】調整対象のオーディオ信号の所定の周波数
帯域毎の本来の利得の大きさと、イコライザ１０の出力
段の周波数特性を反映させた調整後のオーディオ信号の
所定の周波数帯域の利得の大きさとを操作入力部３で調
整可能に表示すると共に、調整対象のオーディオ信号の
音源に含まれる音の周波数帯域および当該音に設定され
たオーディオソースを示す情報を表示部２に表示する制
御部４とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力されたオーディオ信号の周波数特性を調整するイコライザにおいて、
　前記オーディオ信号の周波数特性を調整するイコライザ部と、
　前記イコライザ部における前記周波数特性の調整量を設定する操作を受け付ける操作入
力部と、
　前記操作入力部による操作を受け付ける操作画面を表示する表示部と、
　前記表示部に、調整対象のオーディオ信号の所定の周波数帯域毎の本来の利得の大きさ
と、当該イコライザの出力段の周波数特性を反映させた調整後のオーディオ信号の前記所
定の周波数帯域の利得の大きさとを前記操作入力部で調整可能に表示すると共に、前記調
整対象のオーディオ信号の音源に含まれる音の周波数帯域および当該音に設定されたオー
ディオソースを示す情報を表示する制御部とを備えたことを特徴とするイコライザ。
【請求項２】
　前記表示部は、当該イコライザの出力段の周波数特性を反映させた調整前のオーディオ
信号の前記所定の周波数帯域毎の利得の大きさを、前記操作入力部で調整可能に表示する
ことを特徴とする請求項１記載のイコライザ。
【請求項３】
　前記制御部は、前記イコライザの出力段の周波数特性として、前記調整後オーディオ信
号を増幅するアンプの周波数特性、前記アンプで増幅されたオーディオ信号を音声出力す
るスピーカの周波数特性、前記アンプおよびスピーカが配置された受聴空間の周波数特性
、およびユーザの聴覚特性のうち少なくとも一つの特性データを反映させることを特徴と
する請求項１記載のイコライザ。
【請求項４】
　前記制御部は、前記受聴空間に設けた集音装置が取得した集音データから、前記受聴空
間の周波数特性を算出する受聴空間特性測定部を備えたことを特徴とする請求項３記載の
イコライザ。
【請求項５】
　前記受聴空間特性測定部は、前記集音装置の周波数特性を考慮した集音データから、前
記受聴空間の周波数特性を算出することを特徴とする請求項４記載のイコライザ。
【請求項６】
　前記制御部は、前記ユーザの聴覚特性を任意に設定可能な聴覚特性設定部を備えたこと
を特徴とする請求項３記載のイコライザ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、オーディオ信号の任意の周波数帯域の利得を調整するイコライザに関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、デジタルオーディオ機器やデジタルオーディオ再生ソフトウェアにおいて、
オーディオの音質を調整する機能としてイコライザが多く用いられている。イコライザは
、再生中のオーディオ信号において、任意に指定した周波数帯域の利得を上昇または下降
させる機能を有し、ユーザは周波数帯域の利得を操作することにより再生するオーディオ
の音質を好みの音質に調整することができる。
【０００３】
　イコライザの調整機能を視覚的に示したグラフィックイコライザでは、例えば調整可能
な周波数帯域が固定され、デジタルオーディオ機器のモニタパネルなどの表示装置に周波
数を横軸方向に並べて表示し、縦軸方向に利得を表示している。ユーザは、タッチパネル
、リモコン、あるいはハードキーなどを操作して表示装置に表示された周波数毎の利得の
みを調整する。
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【０００４】
　そのため、従来のグラフィックイコライザでは、ユーザが経験に基づいて、調整した音
の周波数帯域を周波数の値から判断して選択し、利得を調整し、調整した結果どのように
変化したかを確認しながら調整を行う必要があった。しかし、楽器や歌声など、再生音に
含まれる種々の音の周波数範囲を把握し、且つ利得の調整前後の音の変化を定量的に把握
し、適切にイコライザを調整するのは困難であり、経験の浅いユーザはイコライザの調整
において試行錯誤を繰り返すこととなり、調整操作がユーザにとって煩雑な作業になると
いう問題があった。
【０００５】
　この対策として、特許文献１では、選択された周波数帯域に含まれるオーディオ信号成
分のみを一定時間音声出力させることにより、利得を調整する対象となる音をユーザに認
知させる機能を備えたグラフィックイコライザが開示されている。
【０００６】
　また、特許文献２では、テスト信号を放音し、受聴位置において集音したテスト信号の
周波数特性に応じて、当該周波数特性の逆特性をフィルタ回路に与え、当該フィルタ回路
により周波数特性を制御し、受聴位置における再生音声の周波数特性をフラットにし、当
該周波数特性をフラットに変えた後にイコライザ特性を変えることにより受聴位置が変化
した場合にも、受聴者が自分の好みの音質に調整可能な音響再生装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－１７５５６２号公報
【特許文献２】特開平０９－２１５０８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、上述した特許文献１に開示された技術では、選択された周波数帯域のみのオー
ディオ信号成分を再生するため、通常ユーザが聴取している複数の周波数帯域にまたがっ
て構成されている再生音とは異なっている場合が多く、選択された周波数帯域のみのオー
ディオ信号の再生では、ユーザが音質を認知しにくいという課題があった。さらに、周波
数毎に、一定時間、選択された周波数帯域のみの再生音を聞く必要があるため、ユーザが
音質を認知するまでに時間を要するだけでなく、複数の再生音を正しく記憶に留めておく
ことは容易ではないという課題があった。
【０００９】
　また、上述した特許文献２に開示された技術では、オーディオアンプやスピーカ、受聴
位置に変化に対して、ユーザはイコライザを調整する必要はなくなるが、ユーザの好みの
音質に調整する機能は有していないため、ユーザの嗜好によりイコライザを調整する作業
は必要であるという課題があった。
【００１０】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、オーディオ信号の音
源に含まれる音のオーディオソースを示す情報と、各オーディオソースを示す情報の周波
数帯域とを参照しながら、オーディオ信号の周波数帯域毎の利得の大きさを調整可能なイ
コライザを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この発明に係るイコライザは、オーディオ信号の周波数特性を調整するイコライザ部と
、イコライザ部における周波数特性の調整量を設定する操作を受け付ける操作入力部と、
操作入力部による操作を受け付ける操作画面を表示する表示部と、表示部に、調整対象の
オーディオ信号の所定の周波数帯域毎の本来の利得の大きさと、当該イコライザの出力段
の周波数特性を反映させた調整後のオーディオ信号の所定の周波数帯域の利得の大きさと
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を操作入力部で調整可能に表示すると共に、調整対象のオーディオ信号の音源に含まれる
音の周波数帯域および当該音に設定されたオーディオソースを示す情報を表示する制御部
とを備えるものである。
【発明の効果】
【００１２】
　この発明によれば、調整すべき周波数帯域および利得の大きさを視覚的に迅速、且つ容
易に把握することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】実施の形態１によるイコライザの構成を示すブロック図である。
【図２】実施の形態１によるイコライザの制御部および情報記憶部の構成を示すブロック
図である。
【図３】実施の形態１によるイコライザの操作画面を示す説明図である。
【図４】実施の形態１によるイコライザの特性設定画面を示す説明図である。
【図５】実施の形態１によるイコライザの受聴空間特性測定画面を示す図である。
【図６】実施の形態１によるイコライザの聴覚特性設定画面を示す図である。
【図７】実施の形態１によるイコライザのオーディオソースのリストおよびその帯域情報
表示画面を示す図である。
【図８】実施の形態１によるイコライザの制御部のフィルタ係数算出部の動作を示すフロ
ーチャートである。
【図９】実施の形態１によるイコライザの制御部の特性情報表示制御部の動作を示すフロ
ーチャートである。
【図１０】実施の形態１によるイコライザの制御部の特性情報表示制御部の動作を示すフ
ローチャートである。
【図１１】実施の形態１によるイコライザの制御部の特性情報表示制御部の動作を示すフ
ローチャートである。
【図１２】実施の形態１によるイコライザの制御部の音情報表示制御部の自動設定時の動
作を示すフローチャートである。
【図１３】実施の形態１によるイコライザの制御部の音情報表示制御部の手動設定時の動
作を示すフローチャートである。
【図１４】実施の形態１によるイコライザの制御部の受聴空間特性測定部の動作を示すフ
ローチャートである。
【図１５】実施の形態１によるイコライザの制御部の受聴空間特性測定部の動作を示すフ
ローチャートである。
【図１６】実施の形態１によるイコライザの制御部の聴覚特性設定部の動作を示すフロー
チャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１によるイコライザの構成を示すブロック図である。
　図１に示すように、イコライザ１０は、表示部２および操作入力部３を備えた操作パネ
ル１、制御部４、イコライザ部５、第１のＦＦＴ処理部６、第２のＦＦＴ処理部７、第３
のＦＦＴ処理部８および補正処理部９で構成されている。
　また、イコライザ１０には、音楽ファイル記憶部２１に記憶された音楽ファイルを再生
する再生装置２０、イコライザ部５においてフィルタ処理された音を増幅して出力するア
ンプ３０およびスピーカ４０（出力段）、音声入力を行うマイク５０（集音装置）、およ
びイコライザ１０に接続されたアンプ３０やスピーカ４０、マイク５０などの特性情報な
どを記憶する情報記憶部６０が接続されている。
【００１５】
　次に、イコライザ１０の各構成の詳細について説明する。
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　表示部２は、オーディオ信号の周波数特性を表示すると共に、イコライザ１０に対する
操作指示を入力するための操作画面を表示する。操作入力部３は、タッチパネルやキーボ
ードなどで構成され、表示部２に表示した操作画面に対応した操作入力を受け付ける。制
御部４は、操作入力部３を介して入力された操作入力に基づいて操作画面の表示制御、お
よびオーディオ信号の周波数特性の表示制御を行う。さらに制御部４は、操作入力に基づ
いてイコライザ部５に設定するフィルタ係数を算出し、イコライザ部５に設定する。イコ
ライザ部５は、制御部４から設定されるフィルタ係数を用いて、再生装置２０から入力さ
れるオーディオ信号に対してフィルタ処理を行う。
【００１６】
　第１のＦＦＴ処理部６は、再生装置２０から出力される音の周波数特性を取得する。第
２のＦＦＴ処理部７は、イコライザ部５から出力される、フィルタ処理後の音の周波数特
性を取得する。第３のＦＦＴ処理部８は、マイク５０を介して入力された音の周波数特性
を取得する。補正処理部９は、第３のＦＦＴ処理部８が取得した周波数特性から、マイク
５０の特性を示すマイクの周波数特性を差し引いて、マイク５０の特性による影響を排除
する補正を行った補正データを作成する。マイク５０の特性データは、情報記憶部６０か
ら取得するものとする。
【００１７】
　次に、制御部４の詳細な構成について説明する。
　図２は、この発明の実施の形態１によるイコライザの制御部の構成を示すブロック図で
ある。
　制御部４は、フィルタ係数算出部１１、特性情報表示制御部１２、音情報表示制御部１
３、受聴空間特性測定部１４および聴覚特性設定部１５を備えている。
　フィルタ係数算出部１１は、操作入力部３を介してユーザが指定する周波数および利得
からイコライザ部５に設定するフィルタ係数を算出する。特性情報表示制御部１２は、イ
コライザ部５でフィルタ処理される前後のオーディオ信号の周波数および当該周波数に対
応する利得を算出し、オーディオ信号の周波数特性として表示部２に表示する表示制御を
行う。なお、特性情報表示制御部１２は、再生中の音楽のオーディオ信号、またはユーザ
が選択した音楽ファイルのオーディオ信号に対して周波数特性を算出可能である。
【００１８】
　音情報表示制御部１３は、再生中の音楽またはユーザが選択した音楽ファイルのオーデ
ィオ信号を構成する音を発するドラムやシンバル、ピアノなど楽器および男性または女性
の歌声など（以下、オーディオソースと称する）の名称を示すオーディオソース情報、各
オーディオソースが出力する音の周波数帯域を表示する表示制御を行う。受聴空間特性測
定部１４は、補正処理部９において、マイク５０の特性による影響を排除する補正を行っ
た補正データを用いて、ユーザの受聴空間の周波数特性を測定する。聴覚特性設定部１５
は、ユーザの年齢、またはユーザの入力情報に基づいてユーザの聴覚特性を設定する。
【００１９】
　また、図２に示すように、制御部４は情報記憶部６０と接続され、特性情報表示制御部
１２、音情報表示制御部１３、受聴空間特性測定部１４および聴覚特性設定部１５は、情
報記憶部６０に記憶された各種情報に基づいて表示制御を行うと共に、特性データの設定
を行う。なお、図１および図２において、情報記憶部６０は、イコライザ１０外部の記憶
領域である場合を例に説明したが、イコライザ１０に内蔵して構成することも可能である
。
【００２０】
　情報記憶部６０は、オーディオソースの名称データ、音の周波数帯域データ、アンプの
特性データ、スピーカの特性データ、人の聴覚特性データ、受聴空間の特性データおよび
マイクの特性データを記憶している。
　オーディオソースの名称データは、音楽ファイル記憶部２１に記憶された音楽ファイル
を構成するオーディオ信号の音源に含まれる音のオーディオソースの名称を記録したデー
タである。音の周波数帯域データは、音楽ファイル記憶部２１に記憶された音楽ファイル
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を構成するオーディオ信号に含まれるオーディオソースの周波数帯域を記録したデータで
ある。
【００２１】
　アンプの特性データは、イコライザ１０に接続されたアンプ３０の周波数特性を記録し
たデータである。スピーカの特性データは、アンプ３０を介してイコライザ１０に接続さ
れたスピーカ４０の周波数特性を記録したデータである。聴覚特性データは、人の聴覚特
性を示すデータであり、例えば人の年齢値に周波数特性を対応付けて記録したデータであ
る。受聴空間の特性データは、受聴空間特性測定部１４が測定したユーザの受聴空間の周
波数特性を記録したデータである。マイクの特性データは、イコライザ１０に接続された
マイク５０の周波数特性を記録したデータである。
【００２２】
　アンプの特性データ、スピーカの特性データおよび人の聴覚特性データは、イコライザ
１０に接続されるアンプ３０およびスピーカ４０、イコライザ１０を搭載した音響再生装
置を使用するユーザに合わせて変更または更新することが可能である。さらに、オーディ
オソースの名称データおよび音の周波数帯域データは、音楽ファイル記憶部２１に記憶さ
れた音楽ファイルから取得しても良いし、音楽ファイルを解析することにより取得するよ
うに構成してもよい。また、オーディオソースの名称データ、音の周波数帯域データ、ア
ンプの特性データ、スピーカの特性データ、および人の聴覚特性データは、ネットワーク
（不図示）を介して取得するように構成してもよい。
【００２３】
　次に、イコライザ１０の表示部２に表示される操作画面について説明する。
　図３は、この発明の実施の形態１によるイコライザの操作画面を示す図である。
　操作画面１００は、イコライザ１０の操作パネル１の表示部２を介して表示され、領域
Ａ、領域Ｂおよび領域Ｂの下方に配置された複数のボタンで構成されている。
【００２４】
　まず領域Ａについて説明する。
　横軸には操作可能な周波数帯域の中心周波数［Ｈｚ］の値を示し、縦軸には操作可能な
周波数帯の利得値をデシベル［ｄＢ］で示している。また、横軸に示した中心周波数の数
に相当する数のスライダ１０１、スライダ１０１上を移動するツマミ１０２、スライダ１
０１と並列して３本のグラフａ，ｂ，ｃを配置している。なお、図３の例では、中心周波
数３２［Ｈｚ］のスライダ、ツマミ、およびグラフのみに符号を付し、その他の中心周波
数におけるスライダ、ツマミ、およびグラフの符号の記載は省略している。
【００２５】
　グラフａは、再生中の音楽のオーディオ信号、あるいはユーザが選択した音楽ファイル
のオーディオ信号そのものの、各中心周波数における利得値を示している。グラフｂは、
再生中の音楽のオーディオ信号、あるいはユーザが選択した音楽ファイルのオーディオ信
号を、イコライザ部５においてフィルタ処理を行う前であって、ユーザの耳に届くまでの
影響を考慮した各中心周波数における利得値を示している。グラフｃは、再生中の音楽の
オーディオ信号、あるいはユーザが選択した音楽ファイルのオーディオ信号を、イコライ
ザ部５においてフィルタ処理を行った後であって、ユーザの耳に届くまでの影響を考慮し
た各中心周波数における利得値を示している。
【００２６】
　上述のように、領域Ａにおいては、再生装置２０が現在再生している音楽の各中心周波
数における利得値を表示することが可能であり、ユーザが音楽ファイル記憶部２１から選
択した音楽ファイルの音楽の各中心周波数における平均利得値（平均特性）を表示するこ
とが可能である。なお、再生中の音楽の特性を表示するか、選択した音楽ファイルの音楽
の平均特性を表示するかは、操作画面１００下方に配置した音楽ファイル特性表示モード
切替ボタン１０３を押下することにより切り替え可能である。音楽ファイル特性表示モー
ドが無効の場合には再生中の音楽の特性を表示し、音楽ファイル特性表示モードが有効の
場合には選択された音楽ファイルの音楽の平均特性を表示する。
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【００２７】
　また、グラフｂおよびグラフｃでは、ユーザの耳に届くまでの影響を考慮するために参
照する周波数特性を以下に示す特性（１）－（５）から任意に選択することができる。
　特性（１）：アンプの周波数特性
　特性（２）：スピーカの周波数特性
　特性（３）：受聴空間の周波数特性
　特性（４）：ユーザの聴覚特性
　特性（５）：特性（１）から特性（４）の特性を任意に選択し、加算した特性
　操作画面１００の下方に配置した設定ボタン１０４を押下して表示される特性設定画面
（後述する図４参照）から、上記特性（１）から特性（５）のうちどの特性を考慮するか
ユーザが任意に選択することができる。
【００２８】
　図４は、この発明の実施の形態１によるイコライザの特性設定画面を示す説明図である
。
　図４では、図３で示した操作画面１００のグラフｂおよびグラフｃを表示する際に、考
慮する特性を選択するための選択画面を示している。特性選択画面２００は、図３で示し
た操作画面１００における設定ボタン１０４を押下し、遷移した画面（不図示）から呼び
出し可能である。
【００２９】
　特性選択画面２００は、「グラフｂの特性表示設定」に対応するチェックボックス２０
１～２０４と、「グラフｃの特性表示設定」に対応するチェックボックス２０５～２０８
とを備える。チェックボックス２０１，２０５はアンプの特性を考慮する選択を受け付け
、チェックボックス２０２，２０６はスピーカの特性を考慮する選択を受け付け、チェッ
クボックス２０３，２０７は受聴空間の特性を考慮する選択を受け付け、チェックボック
ス２０４，２０８は人の聴覚の特性を考慮する選択を受け付ける。
【００３０】
　「グラフｂの特性表示設定」に対応するチェックボックス２０１～２０４にチェックを
入力することにより、グラフｂに含める特性を選択することができる。グラフｃに含める
特性を選択する場合も同様に、「グラフｃの特性表示設定」に対応するチェックボックス
２０５～２０８にチェックを入力することにより特性を選択することができる。また、特
性選択画面２００の右下に配置した戻るボタン２０９を押下することにより、当該特性選
択画面２００で選択された内容が適用され、前画面（不図示）に戻る。
【００３１】
　次に、図４に示した特性選択画面２００においてチェックボックス２０３，２０７にチ
ェックが入力された際に適用する受聴空間の特性、およびチェックボックス２０４，２０
８にチェックが入力された際に適用する人の聴覚特性の設定について説明する。
　図５は、この発明の実施の形態１によるイコライザの受聴空間特性測定画面を示す図で
ある。受聴空間特性測定画面３００は、図３で示した操作画面１００における設定ボタン
１０４を押下し、遷移した画面（不図示）から呼び出し可能である。
【００３２】
　受聴空間特性測定画面３００は、測定結果である測定グラフ３０１が表示される領域Ｃ
と、測定開始ボタン３０２、測定停止ボタン３０３、および測定状況を示す測定ステータ
ス表示部３０４が表示される領域Ｄで構成される。受聴空間特性測定画面３００の右下に
配置した戻るボタン３０５を押下することにより、当該受聴空間特性測定画面３００を抜
けることができる。
【００３３】
　受聴空間特性測定画面３００を用いた測定は、測定開始ボタン３０２を押下して測定を
開始した後、再生装置２０により広帯域の信号（例えば、ホワイトノイズ、スィープトー
ン、インパルスなど）を再生してスピーカ４０を介して出力し、出力された広帯域の信号
をユーザの近傍に配置されたマイク５０が集音する。
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マイク５０が集音した信号の周波数特性を測定し、アンプ３０、スピーカ４０およびマイ
ク５０の影響を取り除いた周波数特性が領域Ｃに測定グラフ３０１として表示される。グ
ラフ３０１に示す受聴空間の特性は、情報記憶部６０において受聴空間の特性データとし
て記憶される。
【００３４】
　図６は、この発明の実施の形態１によるイコライザの聴覚特性設定画面を示す図である
。聴覚特性設定画面４００は、図３で示した操作画面１００における設定ボタン１０４を
押下し、遷移した画面（不図示）から呼び出し可能である。
　聴覚特性設定画面４００は、聴覚特性を示す聴覚グラフ４０１が表示される領域Ｅと、
年齢設定チェックボックス４０２、カスタム設定チェックボックス４０３、年齢を設定す
るための年齢選択ボタン４０４および年齢インジケータ４０５と、カスタム設定を行うた
めの周波数選択ボタン４０６、利得調整ボタン４０７および適用ボタン４０８が表示され
る領域Ｆで構成される。
【００３５】
　ユーザの年齢に基づいて聴覚特性を設定する場合には、年齢設定チェックボックス４０
２にチェックを入力して有効とし、年齢選択ボタン４０４によって対象の年齢を選択する
。選択された年齢は年齢インジケータ４０５に表示される。一方、あらかじめユーザが自
身の聴覚特性を把握しており、自由な聴覚設定を希望する場合には、カスタム設定チェッ
クボックス４０３にチェックを入力して有効とし、周波数選択ボタン４０６および利得調
整ボタン４０７を操作して、聴覚グラフ４０１を設定する。最後に、適用ボタン４０８を
押下することにより、当該聴覚特性設定画面４００で選択された内容が適用され、画面を
抜けることができる。
【００３６】
　次に、図３で示した操作画面１００の領域Ｂについて説明する。
　領域Ｂには、再生中の音楽、またはユーザが選択した音楽ファイルのオーディオ信号を
構成する音を発するオーディオソースの名称を表示したオーディオソースの名称ボタン１
０６、オーディオソースの名称ボタン１０６毎の周波数帯域を表示する矢印１０７で構成
されている。図３の例では、オーディオソースの名称ボタン１０６として、「ドラム」、
「歌声（歌手）」、「ベースギター」、「エレキギター」および「ピアノ」が表示されて
いる。また、矢印１０７として、例えば「ドラム」が発する音の周波数帯域である３２［
Ｈｚ］から１２８［Ｈｚ］を、領域Ａの横軸で示した中心周波数に対応させた矢印で示し
ている。
【００３７】
　オーディオソースの名称ボタン１０６および矢印１０７を追加または変更する場合には
、操作画面１００の左下に配置された音の追加・変更ボタン１０５を押下すことにより、
追加可能な音の帯域情報リスト（後述する図７参照）が表示され、当該リストから追加ま
たは変更する項目を選択することにより、領域Ｂの表示を変更することができる。オーデ
ィオソースの名称ボタン１０６および矢印１０７を削除したい場合には、オーディオソー
スの名称ボタン１０６を押下することにより削除することができる。
【００３８】
　また、領域Ｂの自動チェックボックス１０８を有効にすることにより、操作画面１００
の表示対象となっている音楽ファイルの音楽ファイル情報に基づいて、音楽に含まれる主
要な音についてオーディオソースの名称ボタン１０６および矢印１０７を自動的に表示す
る。
【００３９】
　図７は、この発明の実施の形態１によるイコライザのオーディオソースの名称リストお
よびその帯域情報表示画面を示す図である。
　オーディオソースの名称リストおよびその帯域情報表示画面５００は、図３で示した操
作画面１００における設定ボタン１０４を押下し、遷移した画面（不図示）から呼び出し
可能である。
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　オーディオソースの名称リストおよびその帯域情報表示画面５００は、オーディオソー
スの名称リストおよびその帯域情報で構成されている。オーディオソースの名称リストは
オーディオソースの名称がリスト化されて表示され、各オーディオソースの名称に対応す
る帯域（Ｈｚ）情報が下限周波数（ｘ）－上限周波数（ｙ）の数値として表示される。こ
れらに加え、オーディオソースの名称・帯域を追加する追加ボタン５０１、選択された項
目を変更する変更ボタン５０２、選択された項目を削除する削除ボタン５０３、および選
択した音を図３で示した操作画面１００に反映する適用ボタン５０４を備える。
【００４０】
　次に、イコライザ１０の動作について説明する。
　まず、イコライザ部５に設定するフィルタ係数の算出について説明する。
　図８は、実施の形態１によるイコライザの制御部のフィルタ係数算出部の動作を示すフ
ローチャートである。具体的には、図３で示した操作画面１００の領域Ａを用いた設定に
対応する動作を示している。
　フィルタ係数算出部１１は、図３で示した操作画面１００の領域Ａに周波数毎に配置さ
れたツマミ１０２の位置情報を取得し（ステップＳＴ１）、取得した位置情報からツマミ
１０２の位置が前回の確認から変更されているか否か判定を行う（ステップＳＴ２）。変
更されていない場合には（ステップＳＴ２；ＮＯ）、ステップＳＴ１の処理に戻る。一方
、変更されている場合には（ステップＳＴ２；ＹＥＳ）、現在のツマミ１０２の位置が示
す利得および周波数から、フィルタ係数を算出する（ステップＳＴ３）。ステップＳＴ３
で算出されたフィルタ係数は、イコライザ部５に設定される（ステップＳＴ４）。その後
、フローチャートはステップＳＴ１の処理に戻り、上述した処理を繰り返す。
【００４１】
　次に、図３で示した操作画面１００の領域Ａの表示制御について説明する。
　図９から図１１は、この発明の実施の形態１によるイコライザの制御部の特性情報表示
制御部の動作を示すフローチャートである。
　まず図９を参照しながら、領域Ａに表示されるグラフａの表示処理について説明する。
　特性情報表示制御部１２は、現在の設定情報を参照し、音楽ファイル特性表示モードが
無効であるか、有効であるか判定を行う（ステップＳＴ１１）。具体的には、操作画面１
００の音楽ファイル特性表示モード切替ボタン１０３が押されているか否かに基づいて、
無効であるか、有効であるか判定を行う。音楽ファイル特性表示モードが無効の場合（ス
テップＳＴ１１；ＹＥＳ）、特性情報表示制御部１２は、第１のＦＦＴ処理部６から再生
中のオーディオ信号の周波数特性を取得する（ステップＳＴ１２）。さらに特性情報表示
制御部１２は、ステップＳＴ１２で取得した周波数特性から図３の操作画面１００で示し
た中心周波数に対する利得値を算出し（ステップＳＴ１３）、グラフａとして領域Ａに表
示する表示制御を行う（ステップＳＴ１４）。その後、フローはステップＳＴ１１の処理
に戻り、上述した処理を繰り返す。
【００４２】
　一方、音楽ファイル特性表示モードが有効の場合（ステップＳＴ１１；ＮＯ）、特性情
報表示制御部１２は、選択された音楽ファイルの特性表示が既に行われているか否か判定
を行う（ステップＳＴ１５）。選択された音楽ファイルの特性表示が既に行われている場
合（ステップＳＴ１５；ＹＥＳ）、ステップＳＴ１１の処理に戻り、上述した処理を繰り
返す。一方、音楽ファイルの特性表示が行われていない場合（ステップＳＴ１５；ＮＯ）
、特性情報表示制御部１２は音楽ファイル記憶部２１からユーザが指定した音楽ファイル
を読み込み（ステップＳＴ１６）、読み込んだ音楽ファイルのオーディオ信号の周波数特
性の平均を算出する（ステップＳＴ１７）。特性情報表示制御部１２は、ステップＳＴ１
７で算出された平均周波数特性から各中心周波数に対する利得値を算出し（ステップＳＴ
１８）、グラフａとして領域Ａに表示する表示制御を行う（ステップＳＴ１９）。その後
、フローはステップＳＴ１１の処理に戻り、上述した処理を繰り返す。
【００４３】
　次に、図１０を参照しながら、領域Ａに表示されるグラフｂの表示処理について説明す
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る。
　特性情報表示制御部１２は、現在の設定情報を参照し、音楽ファイル特性表示モードが
無効であるか、有効であるか判定を行う（ステップＳＴ２１）。音楽ファイル特性表示モ
ードが無効の場合（ステップＳＴ２１；ＹＥＳ）、特性情報表示制御部１２は第１のＦＦ
Ｔ処理部６から再生中のオーディオ信号の周波数特性を取得する（ステップＳＴ２２）。
【００４４】
　次に特性情報表示制御部１２は、図４で示した特性表示設定画面２００のグラフｂの特
性表示設定情報を参照し、ステップＳＴ２２で取得した周波数特性に対して考慮する特性
を選択する（ステップＳＴ２３）。特性情報表示制御部１２はステップＳＴ２３で選択さ
れた特性に対応する特性データを情報記憶部６０から取得し（ステップＳＴ２４）、ステ
ップＳＴ２２で取得した周波数特性に乗算する（ステップＳＴ２５）。
【００４５】
　図４で示した特性表示設定画面２００を例に説明すると、ステップＳＴ２３においてグ
ラフｂについて選択される特性は、「アンプの特性」、「スピーカの特性」、「人の聴覚
特性」および「受聴空間の特性」である。特性情報表示制御部１２は、ステップＳＴ２４
として、選択された特性であるアンプの特性データ、スピーカの特性データ、人の聴覚特
性データおよび受聴空間の特性データを情報記憶部６０から取得し、ステップＳＴ２５と
して第１のＦＦＴ処理部６から取得した周波数特性に乗算する。
【００４６】
　特性情報表示制御部１２は、ステップＳＴ２５において特性データを乗算した周波数特
性から中心周波数に対する利得値を算出し（ステップＳＴ２６）、グラフｂとして領域Ａ
に表示する表示制御を行う（ステップＳＴ２７）。その後、フローはステップＳＴ２１の
処理に戻り、上述した処理を繰り返す。
【００４７】
　一方、音楽ファイル特性表示モードが有効の場合（ステップＳＴ２１；ＮＯ）、選択さ
れた音楽ファイルの特性表示が既に行われているか否か判定を行う（ステップＳＴ２８）
。音楽ファイルの特性表示が既に行われている場合（ステップＳＴ２８；ＹＥＳ）、ステ
ップＳＴ２１の処理に戻り、上述した処理を繰り返す。一方、音楽ファイルの特性表示が
行われていない場合（ステップＳＴ２８；ＮＯ）、特性情報表示制御部１２は音楽ファイ
ル記憶部２１からユーザが指定した音楽ファイルを読み込み（ステップＳＴ２９）、読み
込んだ音楽ファイルのオーディオ信号の周波数特性の平均を算出する（ステップＳＴ３０
）。
【００４８】
　次に特性情報表示制御部１２は、図４で示した特性表示設定画面２００のグラフｂの特
性表示設定情報を参照し、ステップＳＴ３０で取得した平均周波数特性に対して考慮する
特性を選択する（ステップＳＴ３１）。特性情報表示制御部１２はステップＳＴ３１で選
択された特性に対応する特性データを情報記憶部６０から取得し（ステップＳＴ３２）、
ステップＳＴ３０で取得した平均周波数特性に乗算する（ステップＳＴ３３）。
【００４９】
　図４で示した特性表示設定画面２００を例に説明すると、ステップＳＴ３１においてグ
ラフｂについて選択される特性は、「アンプの特性」、「スピーカの特性」、「人の聴覚
特性」および「受聴空間の特性」である。
【００５０】
　ステップＳＴ３３において特性データを乗算した平均周波数特性から各中心周波数に対
する利得値を算出し（ステップＳＴ３４）、グラフｂとして領域Ａに表示する表示制御を
行う（ステップＳＴ３５）。その後、フローはステップＳＴ２１の処理に戻り、上述した
処理を繰り返す。
【００５１】
　次に、図１１を参照しながら、領域Ａに表示されるグラフｃの表示処理について説明す
る。
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　特性情報表示制御部１２は、現在の設定情報を参照し、音楽ファイル特性表示モードが
無効であるか、有効であるか判定を行う（ステップＳＴ４１）。音楽ファイル特性表示モ
ードが無効の場合（ステップＳＴ４１；ＹＥＳ）、特性情報表示制御部１２は第２のＦＦ
Ｔ処理部７から再生中のオーディオ信号の周波数特性を取得する（ステップＳＴ４２）。
【００５２】
　次に特性情報表示制御部１２は、図４で示した特性表示設定画面２００のグラフｃの特
性表示設定情報を参照し、ステップＳＴ４２で取得した周波数特性に対して考慮する特性
を選択する（ステップＳＴ４３）。特性情報表示制御部１２はステップＳＴ４３で選択さ
れた特性に対応する特性データを情報記憶部６０から取得し（ステップＳＴ４４）、ステ
ップＳＴ４４で取得した周波数特性に乗算する（ステップＳＴ４５）。
【００５３】
　図４で示した特性表示設定画面２００を例に説明すると、ステップＳＴ４３においてグ
ラフｃについて選択される特性は、「アンプの特性」、「スピーカの特性」、「人の聴覚
特性」および「受聴空間の特性」である。特性情報表示制御部１２は、ステップＳＴ４４
として、選択されたアンプの特性データ、スピーカの特性データ、人の聴覚特性データお
よび受聴空間の特性データを情報記憶部６０から取得し、ステップＳＴ４５として第２の
ＦＦＴ処理部７から取得した周波数特性に乗算する。
【００５４】
　特性情報表示制御部１２は、ステップＳＴ４５において特性データを乗算した周波数特
性から各中心周波数に対する利得値を算出し（ステップＳＴ４６）、グラフｃとして領域
Ａに表示する表示制御を行う（ステップＳＴ４７）。その後、フローはステップＳＴ４１
の処理に戻り、上述した処理を繰り返す。
【００５５】
　一方、音楽ファイル特性表示モードが有効の場合（ステップＳＴ４１；ＮＯ）、選択さ
れた音楽ファイルの特性表示が既に行われているか否か判定を行う（ステップＳＴ４８）
。音楽ファイルの特性表示が既に行われている場合（ステップＳＴ４８；ＹＥＳ）、ステ
ップＳＴ４１の処理に戻り、上述した処理を繰り返す。一方、音楽ファイルの特性表示が
行われていない場合（ステップＳＴ４８；ＮＯ）、特性情報表示制御部１２は音楽ファイ
ル記憶部２１からユーザが指定した音楽ファイルを読み込み（ステップＳＴ４９）、読み
込んだ音楽ファイルのオーディオ信号の平均周波数特性を算出する（ステップＳＴ５０）
。
【００５６】
　さらに特性情報表示制御部１２は、ステップＳＴ５０で算出した周波数特性の平均に対
して、フィルタ係数算出部１１が算出したフィルタ係数によるイコライザ部５の周波数応
答特性を乗算し、イコライザ部５においてフィルタ処理を行った場合の音楽ファイルの周
波数特性の平均を算出する（ステップＳＴ５１）。

　さらに特性情報表示制御部１２は、ステップＳＴ５０で算出した周波数特性の平均に対
して、フィルタ係数算出部１１が算出したフィルタ係数を乗算し、イコライザ部５におい
てフィルタ処理を行った場合の音楽ファイルの周波数特性の平均を算出する（ステップＳ
Ｔ５１）。
【００５７】
　次に特性情報表示制御部１２は、図４で示した特性表示設定画面２００のグラフｃの特
性表示設定情報を参照し、ステップＳＴ５１でイコライザ部５の周波数応答特性を乗算し
た平均周波数特性に対して考慮する特性を選択する（ステップＳＴ５２）。さらに特性情
報表示制御部１２はステップＳＴ５２で選択された特性に対応する特性データを情報記憶
部６０から取得し（ステップＳＴ５３）、ステップＳＴ５１で算出した平均周波数特性に
乗算する（ステップＳＴ５４）。
【００５８】
　図４で示した特性表示設定画面２００を例に説明すると、ステップＳＴ５２においてグ
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ラフｃについて選択される特性は、「アンプの特性」、「スピーカの特性」、「人の聴覚
特性」および「受聴空間の特性」である。
【００５９】
　ステップＳＴ５４において特性データを乗算した周波数特性から各中心周波数に対する
利得値を算出し（ステップＳＴ５５）、グラフｃとして領域Ａに表示する表示制御を行う
（ステップＳＴ５６）。その後、フローはステップＳＴ４１の処理に戻り、上述した処理
を繰り返す。
【００６０】
　次に、図３で示した操作画面１００の領域Ｂの表示制御について説明する。
　領域Ｂの表示には自動表示モードと手動表示モードの２つのモードが存在する。自動表
示モードは、音楽ファイル情報を参照し、自動でオーディオソースの名称および当該オー
ディオソースの帯域を、オーディオソースの名称ボタン１０６および矢印１０７として表
示する。一方、手動表示モードは、ユーザ判断により手動でオーディオソースの名称ボタ
ン１０６および帯域を示す矢印１０７を表示する。
　自動表示モードと手動表示モードは、図３で示した操作画面１００の領域Ｂに配置され
た自動チェックボックス１０８にチェックを入力する、またはチェックを外すことにより
切り替え可能である。自動チェックボックス１０８にチェックが入力されている場合には
自動表示モードとなり、チェックが外されている場合には手動表示モードとなる。
【００６１】
　図１２および図１３は、この発明の実施の形態１によるイコライザの制御部の音情報表
示制御部の動作を示すフローチャートである。
　まず、図１２のフローチャートを参照しながら、自動表示モードでの表示制御について
説明する。
　音情報表示制御部１３は、音楽が再生中であるか否か判定を行う（ステップＳＴ６１）
。
　音楽が再生中である場合（ステップＳＴ６１；ＹＥＳ）、音情報表示制御部１３は音楽
ファイル記憶部２１から再生中の音楽ファイルの音楽ファイル情報を取得し（ステップＳ
Ｔ６２）、ステップＳＴ６５の処理に進む。一方、音楽が再生中でない場合（ステップＳ
Ｔ６１；ＮＯ）、音情報表示制御部１３は現在の設定情報を参照し、音楽ファイル特性表
示モードが有効であるか否か判定を行う（ステップＳＴ６３）。具体的には、操作画面１
００の音楽ファイル特性表示モード切替ボタン１０３が押されているか否かに基づいて、
有効であるか否か判定を行う。音楽ファイル特性表示モードが無効の場合（ステップＳＴ
６３；ＮＯ）、ステップＳＴ６１の処理に戻る。一方、音楽ファイル特性表示モードが有
効の場合（ステップＳＴ６３；ＹＥＳ）、音情報表示制御部１３は音楽ファイル記憶部２
１から特性表示を行っている音楽ファイルの音楽ファイル情報を取得する（ステップＳＴ
６４）。
【００６２】
　音情報表示制御部１３は、ステップＳＴ６２またはステップＳＴ６４で取得した音楽フ
ァイル情報に基づいて、情報記憶部６０に記憶されたオーディオソースの名称データから
対応するオーディオソースの名称データを取得する（ステップＳＴ６５）。さらに音情報
表示制御部１３は、ステップＳＴ６５で取得したオーディオソースの名称データに対応し
た周波数帯域を、情報記憶部６０に記憶された音の周波数帯域データから取得する（ステ
ップＳＴ６６）。音情報表示制御部１３は、ステップＳＴ６６で取得した周波数帯域デー
タを、図３で示した操作画面１００の領域Ｂにおいて矢印１０７として表示し、表示した
矢印１０７の下方にステップＳＴ６５で取得したオーディオソースの名称データをオーデ
ィオソースの名称ボタン１０６として表示する表示制御を行う（ステップＳＴ６７）。そ
の後、フローはステップＳＴ６１の処理に戻り、上述した処理を繰り返す。
【００６３】
　次に、図１３のフローチャートを参照しながら、手動表示モードでの表示制御について
説明する。
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　音情報表示制御部１３は、図３で示した操作画面１００の音の追加・変更ボタン１０５
が押されたか否か判定を行う（ステップＳＴ７１）。押されていない場合には（ステップ
ＳＴ７１；ＮＯ）、ステップＳＴ７５の処理に進む。一方、押された場合には（ステップ
ＳＴ７１；ＹＥＳ）、音情報表示制御部１３は、情報記憶部６０に記憶された音の周波数
帯域データを取得し、追加または変更可能なオーディオソースの名称および周波数帯域を
示した、オーディオソースの名称リストおよびその帯域情報表示画面５００（図７参照）
を、表示部２を介して表示する（ステップＳＴ７２）。ステップＳＴ７２で表示されたオ
ーディオソースの名称リストおよびその帯域情報表示画面５００に対してオーディオソー
スの名称および周波数帯域の選択入力が行われると（ステップＳＴ７３）、音情報表示制
御部１３はステップＳＴ７３で選択された周波数帯域を図３で示した操作画面１００の領
域Ｂにおいて矢印１０７として表示し、表示した矢印１０７の下方に選択されたオーディ
オソースの名称をオーディオソースの名称ボタン１０６として表示する表示制御を行う（
ステップＳＴ７４）。
【００６４】
　次に音情報表示制御部１３は、図３で示した操作画面１００のオーディオソースの名称
ボタン１０６が押されて削除指示が入力されたか否か判定を行う（ステップＳＴ７５）。
押されていない場合には（ステップＳＴ７５；ＮＯ）、ステップＳＴ７１の処理に進む。
一方、押された場合には（ステップＳＴ７５；ＹＥＳ）、音情報表示制御部１３は削除が
指示されたオーディオソースの名称ボタン１０６と矢印１０７を領域Ｂから消去する表示
制御を行う（ステップＳＴ７６）。その後フローはステップＳＴ７１の処理に戻り、上述
した処理を繰り返す。
【００６５】
　次に、図１４および図１５のフローチャートおよび図５で示した受聴空間特性測定画面
３００を参照しながら、ユーザの受聴空間の特性を測定する動作について説明する。
　図１４および図１５は、実施の形態１によるイコライザの制御部の受聴空間特性測定部
の動作を示すフローチャートである。
　ユーザの受聴空間の特性の測定は、タスク１およびタスク２に分けられ、タスク１では
図５で示した受聴空間特性測定画面３００の測定開始ボタン３０２および測定停止ボタン
３０３が押された際に所定の動作を行い、タスク２では測定ステータス表示部３０４に表
示された測定ステータスに応じた測定動作を行う。
【００６６】
　まず、図１４および図５を参照しながら、タスク１の動作について説明する。
　受聴空間特性測定部１４は、表示部２を介して表示された受聴空間特性測定画面３００
の測定開始ボタン３０２が押されたか否か判定する（ステップＳＴ８１）。測定開始ボタ
ン３０２が押されていない場合（ステップＳＴ８１；ＮＯ）、ステップＳＴ８４の処理に
進む。一方、測定開始ボタン３０２が押された場合（ステップＳＴ８１；ＹＥＳ）、受聴
空間特性測定部１４は、現在の受聴空間特性測定画面３００の領域Ｃに表示されている測
定グラフ３０１を消去すると共に、メモリ（不図示）に格納している受聴空間の合計特性
を消去する（ステップＳＴ８２）。さらに、受聴空間特性測定画面３００の領域Ｄの測定
ステータス表示部３０４に「ステータス　測定中」を表示する（ステップＳＴ８３）。
【００６７】
　次に、受聴空間特性測定部１４は、受聴空間特性測定画面３００の測定停止ボタン３０
３が押されたか否か判定する（ステップＳＴ８４）。測定停止ボタン３０３が押されてい
ない場合（ステップＳＴ８４；ＮＯ）、ステップＳＴ８７の処理に進む。一方、測定停止
ボタン３０３が押された場合（ステップＳＴ８４；ＹＥＳ）、受聴空間特性測定部１４は
現在メモリに格納している受聴空間の合計特性を受聴空間の特性データとして情報記憶部
６０に格納する（ステップＳＴ８５）。さらに受聴空間特性測定部１４は、受聴空間特性
測定画面３００の領域Ｄの測定ステータス表示部３０４に「ステータス　測定停止」を表
示する（ステップＳＴ８６）。
【００６８】
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　その後、受聴空間特性測定部１４は、受聴空間特性測定画面３００の戻るボタン３０５
が押されたか否か判定し（ステップＳＴ８７）、押されたと判定された場合には処理を終
了する。一方、押されていない（ステップＳＴ８７；ＮＯ）と判定された場合にはステッ
プＳＴ８１の処理に戻り、上述した処理を繰り返す。
【００６９】
　次に、図１５および図５を参照しながら、タスク２の動作について説明する。
　受聴空間特性測定部１４は、タスク１の処理が継続中であるか否か判定を行う（ステッ
プＳＴ９１）。タスク１の処理が継続中でない場合（ステップＳＴ９１；ＮＯ）、処理を
終了する。一方、タスク１の処理が継続中である場合（ステップＳＴ９１；ＹＥＳ）、さ
らに、ステータスが測定中であるか否か判定を行う（ステップＳＴ９２）。ステータスが
測定中でない場合（ステップＳＴ９２；ＮＯ）、ステップＳＴ９１の処理に戻る。一方、
ステータスが測定中である場合（ステップＳＴ９２；ＹＥＳ）、受聴空間特性測定部１４
は、補正処理部９からマイク５０の特性による影響を排除した補正データを取得し（ステ
ップＳＴ９３）、第２のＦＦＴ処理部７からアンプ３０に入力される音の周波数特性を取
得する（ステップＳＴ９４）。
【００７０】
　受聴空間特性測定部１４は、さらに情報記憶部６０からアンプの特性データおよびスピ
ーカの特性データを取得して乗算し、スピーカ出力データを作成する（ステップＳＴ９５
）。次に、ステップＳＴ９３で取得した補正データからステップＳＴ９５で作成したスピ
ーカ出力データを減算し、受聴空間の特性を算出する（ステップＳＴ９６）。ステップＳ
Ｔ９６で算出した受聴空間の特性を、現在保有している受聴空間の合計特性に加算し、現
在の受聴空間の合計特性を算出する（ステップＳＴ９７）。ステップＳＴ９４で取得した
周波数特性を参照し、ステップＳＴ９７で算出した現在の受聴空間の合計特性から周波数
毎の利得を取得し、取得した利得の最大値を０ｄＢに正規したものを測定グラフ３０１と
して図１１の領域Ｃに表示する（ステップＳＴ９８）。その後、フローはステップＳＴ９
１の処理に戻り、上述した処理を繰り返す。
【００７１】
　次に、図１６のフローチャートおよび図６で示した聴覚特性設定画面４００を参照しな
がら、聴覚特性を設定する際の動作について説明する。なお、聴覚特性の設定は、ユーザ
の年齢に基づいて聴覚特性を設定する年齢設定と、ユーザが任意に聴覚特性を設定するカ
スタム設定に分かれる。
　図１６は、実施の形態１によるイコライザの制御部の聴覚特性設定部の動作を示すフロ
ーチャートである。
【００７２】
　操作入力部３を介して聴覚特性の設定が指示されると、聴覚特性設定部１５は、表示部
２を介して図６で示した聴覚特性設定画面４００を表示する（ステップＳＴ１０１）。さ
らに聴覚特性設定部１５は、現在の聴覚特性設定画面４００において、年齢設定チェック
ボックス４０２が有効になっているか、カスタム設定チェックボックス４０３が有効にな
っているか否か判定を行う（ステップＳＴ１０２）。ステップＳＴ１０１において年齢設
定チェックボックスが有効になっていると判定された場合、さらに年齢選択ボタンが操作
されたか否か判定を行う（ステップＳＴ１０３）。年齢選択ボタンが操作されていない場
合（ステップＳＴ１０３；ＮＯ）、ステップＳＴ１１０の処理に進む。
【００７３】
　一方、年齢選択ボタンが操作されている場合（ステップＳＴ１０３；ＹＥＳ）、現在年
齢インジゲータ４０５に設定されている年齢値に相当する聴覚特性データを情報記憶部６
０に記憶された人の聴覚特性データから取得し（ステップＳＴ１０４）、取得した聴覚特
性データを周波数毎の利得値として表した聴覚グラフ４０１として聴覚特性設定画面４０
０の領域Ｅに表示する表示制御を行う（ステップＳＴ１０５）。
【００７４】
　一方、ステップＳＴ１０２においてカスタム設定チェックボックスが有効になっている
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と判定された場合、周波数選択ボタンが操作されたか否か判定を行う（ステップＳＴ１０
６）。周波数選択ボタンが操作されていない場合（ステップＳＴ１０６；ＮＯ）、ステッ
プＳＴ１０８の処理に進む。一方、周波数選択ボタンが操作されている場合（ステップＳ
Ｔ１０６；ＹＥＳ）、聴覚特性設定画面４００において現在選択されている周波数の聴覚
グラフ４０１のみを点滅状態として領域Ｅに表示する表示制御を行う（ステップＳＴ１０
７）。
【００７５】
　次に、利得調整ボタン４０７が操作されたか否か判定を行う（ステップＳＴ１０８）。
利得調整ボタン４０７が操作されていない場合（ステップＳＴ１０８；ＮＯ）、ステップ
ＳＴ１１０の処理に進む。一方、利得調整ボタン４０７が操作されている場合（ステップ
ＳＴ１０８；ＹＥＳ）、現在選択されている周波数の聴覚グラフ４０１、すなわちステッ
プＳＴ１０７において点滅状態で表示した聴覚グラフ４０１を、利得調整ボタンの操作量
に応じて上昇または下降させる（ステップＳＴ１０９）。
【００７６】
　ステップＳＴ１０５またはステップＳＴ１０９の処理が終了すると、聴覚特性設定部１
５は、聴覚特性設定画面４００の適用ボタン４０８が押されたか否か判定する（ステップ
ＳＴ１１０）。適用ボタン４０８が押されていない場合（ステップＳＴ１１０；ＮＯ）、
ステップＳＴ１０２の処理に戻り上述した処理を繰り返す。一方、適用ボタン４０８が押
された場合（ステップＳＴ１１０；ＹＥＳ）、現在聴覚特性設定画面４００の領域Ｅに表
示している聴覚グラフ４０１の特性を、人の聴覚特性データとして情報記憶部６０に格納
し（ステップＳＴ１１１）、処理を終了する。
【００７７】
　以上のように、この実施の形態１によれば、表示部２に、再生中の音楽のオーディオ信
号、またはユーザが選択した音楽ファイルのオーディオ信号の周波数帯域ごとの利得値を
操作入力部３で調整可能に表示すると共に、再生中の音楽のオーディオ信号またはユーザ
が選択した音楽ファイルのオーディオ信号の音源に含まれる音の周波数帯域および当該音
に設定されたオーディオソースの情報を表示する制御部４を備えるように構成したので、
オーディオソースの情報に基づいて音を出力する楽器や歌声などの種別を把握すると共に
、オーディオソースの周波数帯域を把握しながら利得値を調整することができる。これに
より、イコライザ１０で調整すべき周波数帯域および利得値を、視覚的に瞬時かつ容易に
把握することができる。
【００７８】
　また、この実施の形態１によれば、オーディオ信号本来の周波数帯域毎の利得値を示し
たグラフと、イコライザ部５がフィルタ処理を行う前のオーディオ信号に対してユーザの
耳に届くまでの影響を考慮した周波数帯域毎の利得値を示したグラフと、イコライザ部５
がフィルタ処理を行った後のオーディオ信号に対してユーザの耳に届くまでの影響を考慮
した周波数帯域毎の利得値を示したグラフとを同時に表示するように構成したので、オー
ディオ信号本来の特性と、音声出力環境の影響を含めたオーディオ信号の特性と、フィル
タ処理前後の特性の変化とを同時に、視覚的に瞬時に容易に把握することができる。これ
により、オーディオ信号本来の特性と音声出力環境におけるオーディオ信号の特性との差
異、およびフィルタ処理前後のオーディオ信号の特性の差異を参照し、より効果的なイコ
ライザ調整作業を行うことができる。
【００７９】
　また、この実施の形態１によれば、マイク５０で集音された音の周波数特性を取得する
第３のＦＦＴ処理部８と、第３のＦＦＴ処理部８が取得した周波数特性からマイク５０の
周波数特性を排除する補正を行う補正処理部９とを備えるように構成したので、マイクの
特性による影響を排除した周波数特性を用いて受聴空間の特性データを生成することがで
きる。
【００８０】
　また、この実施の形態１によれば、聴覚特性設定部１５による聴覚特性の設定において
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、ユーザの年齢に基づいて聴覚特性を設定する年齢設定に加えて、ユーザが任意に聴覚特
性を設定可能なカスタム設定を設けるように構成したので、ユーザ個人に合わせた聴覚特
性を用いることができる。
【００８１】
　なお、本願発明はその発明の範囲内において、実施の形態の任意の構成要素の変形、も
しくは実施の形態の任意の構成要素の省略が可能である。
【符号の説明】
【００８２】
　１　操作パネル、２　表示部、３　操作入力部、４　制御部、５　イコライザ部、６　
第１のＦＦＴ処理部、７　第２のＦＦＴ処理部、８　第３のＦＦＴ処理部、９　補正処理
部、１０　イコライザ、１１　フィルタ係数算出部、１２　特性情報表示制御部、１３　
音情報表示制御部、１４　受聴空間特性測定部、１５　聴覚特性設定部、２０　再生装置
、２１　音楽ファイル記憶部、３０　アンプ、４０　スピーカ、５０　マイク、６０　情
報記憶部。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】



(20) JP 2013-251802 A 2013.12.12

【図１５】 【図１６】
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